














『要約』幼稚園児を対象として我々の開発した俊敏性試験を行い、アンケートを用いた家

庭内事故との関係、運動能力や肥満度との関係について検討し以下の結果を得た。 

1)事故の有無と肥満度には有意な関係は見られなかった。 

2)事故の有無と運動能力にも有意な関係は得られなかった。 

3)俊敏性は、反応時間と実動時間ともに年齢が長ずるにしたがい速くなった。 

4)事故の割合は 3歳で最も低く、4歳、5歳と増加傾向を示した。 

5)俊敏性試験と事故の有無との関係は、男児の事故のあった群で最も時間が短く、女児の

事故のあった群で最も時間が長かった。両群で有意差を認めた。 


